
2024. 
2.23（金祝） PM1:00（正午開場）

矢来能楽堂

〒162-0805 新宿区矢来町 60
☎ 03-3268-7311

地下鉄東西線神楽坂駅下車　矢来口より徒歩 2 分
都営大江戸線牛込神楽坂駅　A1 出口より徒歩 5 分
駐車場はございません。
近隣のコイン駐車場をご利用下さい。

入場料（全自由席）
会員券（年4回）	 一般	20,000 円	 学生	10,000 円
1 回券（当日券）	 一般	 6,000 円	 学生	 3,000 円

申込先：各出演能楽師または緑泉会まで
津村 禮次郎	TEL	042-386-2131	 FAX		 042-386-2132
坂 　真太郎	TEL	03-3873-5404	 FAX	 03-3873-5635

緑泉会 〒 184-0005　東京都小金井市桜町 2-7-18　　TEL 042-386-2131　FAX 042-386-2132

令和6年 第2回例会　　2024年4月6日（土）
能… 清経 Kiyotsune… ………………………… 新井 麻衣子
能… 杜若 恋之舞 Kakitsubata Koi-no-mai…………… 津村 禮次郎

【
休
憩
二
十
分
】

【
終
演
予
定 

午
後
四
時
】

許
可
の
な
い
録
音
、
撮
影
は
一
切
禁
止
で
す
。
携
帯
電
話
は
電
源
か
ら
お
切
り
下
さ
い
。

演
能
や
他
の
お
客
様
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
退
場
頂
く
事
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

令
和
六
年　

第
一
回
例
会 　

番
組

素
謡
…
弱
法
師（
よ
ろ
ぼ
し
）

　

河
内
国
高
安（
現
在
の
大
阪
府
八
尾
市
付

近
）に
住
む
高た

か
や
す
み
ち
と
し

安
通
俊
は
、
他
人
の
讒
言
を

信
じ
て
、
実
子
の
俊
徳
丸
を
家
か
ら
追
い
出

し
て
し
ま
う
。
後
悔
し
た
通
俊
は
、
俊
徳

丸
の
現
世
と
来
世
の
安
楽
を
願
い
、
春
の
天

王
寺（
大
阪
・
四
天
王
寺
）で
七
日
間
の
施

行
を
営
む
。
そ
の
最
終
日
に
現
れ
た
の
は
、

盲
目
の
弱
法
師（
俊
徳
丸
）。

　

弱
法
師
が
施
行
の
列
に
加
わ
る
と
、
梅
の

花
び
ら
が
袖
に
散
り
か
か
る
。
花
の
香
を
愛

で
る
弱
法
師
を
見
て
、
通
俊
は
花
も
施
行
の

一つ
だ
と
言
い
、
弱
法
師
も
同
意
し
、
仏
法

を
称
賛
し
つ
つ
天
王
寺
の
由
来
を
語
る
。
通

俊
は
、
弱
法
師
が
我
が
子
俊
徳
丸
で
あ
る

と
気
付
く
が
、
人
目
を
は
ば
か
り
、
夜
に

打
ち
明
け
よ
う
と
考
え
る
。
通
俊
は
弱
法

師
に
日じ

っ
そ
う
か
ん

想
観（
沈
む
夕
日
を
心
に
留
め
、
極

楽
浄
土
を
想
う
瞑
想
法
）を
勧
め
、
弱
法
師

は
難
波
の
絶
景
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、
や
が
て

狂
乱
し
、
あ
ち
こ
ち
に
つ
ま
ず
き
転
び
、
盲

目
の
悲
し
さ
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

夜
更
け
に
な
り
通
俊
は
、
弱
法
師
す
な

わ
ち
俊
徳
丸
に
父
で
あ
る
と
明
か
す
。
そ

れ
を
聞
い
た
俊
徳
丸
は
恥
ず
か
し
さ
の
あ

ま
り
逃
げ
て
し
ま
う
が
、
通
俊
は
追
い
つ
い

て
手
を
取
り
、
高
安
の
里
に
連
れ
帰
る
の
で

あ
っ
た
。

　

今
回
は「
素す

う
た
い謡
」
と
い
う
謡
の
み
を
お
聞

か
せ
す
る
形
式
で
の
上
演
と
な
る
。

狂
言
…
鴈
礫（
が
ん
つ
ぶ
て
）

　

大
名
が
山
へ
狩
り
に
出
か
け
る
と
、
よ
い

所
に
鴈
が
一
羽
お
り
、
大
名
が
狙
い
定
め
て

い
る
と
こ
ろ
へ
道
通
り
の
男
が
現
れ
、
鴈
に

礫
を
ぶ
つ
け
て
仕
留
め
、
持
っ
て
行
こ
う
と

す
る
。「
自
分
が
狙
い
殺
し
て
お
い
た
も
の

だ
か
ら
返
せ
」と
言
う
大
名
は
男
と
言
い
争

い
に
な
り
、裁
人
に
も
う
一度
射
直
し
て
は
？

と
言
わ
れ
た
大
名
は
死
ん
だ
鴈
を
狙
っ
て
矢

を
放
つ
が
…
。

仕
舞
…
難
波（
な
に
わ
）

　

難
波
の
地
に
現
れ
た
王
仁
の
霊
。
春
鴬

囀
、
秋
風
楽
、
万
歳
楽
、
青
海
波
、
採
桑

老
…
王
仁
は
、
こ
の
よ
う
な
音
楽
に
引
か
れ

て
天
下
を
泰
平
に
導
く
聖
人
が
現
れ
る
で

あ
ろ
う
と
告
げ
、
御
代
を
寿
ぐ
。

仕
舞
…
東
北 

ク
セ（
と
う
ぼ
く
）

　

僧
の
弔
い
の
も
と
に
現
れ
た
和
泉
式
部
の

霊
。
東
北
院
と
極
楽
浄
土
の
有
様
を
重
ね
、

そ
の
情
景
を
讃
え
て
語
り
舞
う
。

仕
舞
…
船
辨
慶 

キ
リ（
ふ
な
べ
ん
け
い
）

　

平
知
盛
の
怨
霊
は
、
義
経
を
海
底
に
沈

め
よ
う
と
、
薙
刀
を
振
り
か
ざ
し
て
襲
い
か

か
る
。
弁
慶
は
数
珠
を
も
み
、
五
大
尊
明

王
に
祈
祷
す
る
。
そ
の
祈
り
の
力
に
よ
っ
て
、

怨
霊
は
調
伏
さ
れ
て
彼
方
の
沖
に
消
え
、

白
波
ば
か
り
が
残
る
の
で
あ
っ
た
。

能
…
海
士 

懐
中
之
舞（
あ
ま 

か
い
ち
ゅ
う
の
ま
い
）

　

藤
原
不
比
等［
淡
海
公
］の
子
、
房
前
の

大
臣（
子
方
）は
、
亡
き
母
を
追
善
し
よ

う
と
、
讃
岐
の
国
に
あ
る
志
度
の
浦
を
訪

れ
る
。

　

志
度
の
浦
で
大
臣
一
行
は
、
ひ
と
り
の
海

士（
前
シ
テ
）に
出
会
う
。
一
行
と
し
ば
し

問
答
し
た
後
、
海
士
は
従
者（
ワ
キ
）か
ら
、

海
に
入
っ
て
海み

る

め

松
布
を
刈
る
よ
う
頼
ま
れ
、

そ
こ
か
ら
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
か
つ
て
こ

の
浦
で
あ
っ
た
出
来
事
を
語
り
始
め
る
。
初

め
て
明
か
さ
れ
た
出
生
の
秘
密
に
、
思
わ
ず

声
を
上
げ
る
房
前
の
大
臣
。
彼
は
自
ら
の

名
を
明
か
す
と
、
母
へ
の
思
い
を
語
る
。
房

前
は
こ
の
海
士
に
母
の
面
影
を
重
ね
て
懐
か

し
み
、
海
士
も
涙
し
つ
つ
、
物
語
の
続
き
を

語
り
始
め
る
。
緊
迫
し
た
玉
取
り
の
様
子

を
真
似
て
見
せ
た
海
士
は
、
つ
い
に
自
分
こ

そ
が
房
前
の
大
臣
の
母
で
あ
る
と
名
乗
り
、

涙
の
う
ち
に
房
前
の
大
臣
に
手
紙（
扇
）を

渡
し
、
海
中
に
姿
を
消
す
。【
中
入
】

　

房
前
の
大
臣
は
手
紙
を
開
き
、
冥
界
で

助
け
を
求
め
る
母
の
願
い
を
知
り
、
志
度
寺

に
て
十
三
回
忌
の
追
善
供
養
を
執
り
行
う
。

法
華
経
の
声
に
導
か
れ
て
、
海
中
か
ら
母
の

霊（
後
シ
テ
）が
姿
を
現
し
、
経
巻
を
広
げ

て
高
ら
か
に
読
誦
す
る
。
救
わ
れ
ゆ
く
身

を
喜
び
、
法
華
経
の
功
徳
を
讃
え
て
舞
を

舞
う
そ
の
光
景
を
前
に
、
法
会
に
集
う
人
々

も
ま
た
、
法
華
経
の
功
徳
を
確
信
す
る
の

で
あ
っ
た
。

　

小
書「
懐
中
之
舞
」は
法
華
経
の
巻
物
を

懐
中
に
納
め
て
舞
う
特
殊
演
出
と
な
る
。

後
見

上
田 

圭
輔

鴈

礫

狂
言

大
藏 

吉
次
郎

大
名

大
藏 
教
義

道
通
り

榎
本
　 
元

裁
人

地
謡

桑
田 

貴
志

筒
井 

陽
子

鈴
木 

啓
吾

金
子 

仁
智
翔

仕
舞

墨
　 

敬
子

難

波

新
井 
麻
衣
子

東

北
ク
セ

永
島
　 
充

船
辨
慶
キ
リ

新
井 

麻
衣
子

金
子 

仁
智
翔

中
森 

健
之
介

桑
田 

貴
志

地
謡

中
森 

貫
太

永
島
　 

充

中
所 

宜
夫

奥
川 

恒
治

後
見

石
井 

寛
人

鈴
木 

啓
吾 大

藏 

基
誠

浦
人

能

海

士

殿
田 

謙
吉

従
者

則
久 

英
志

従
者

渡
部
　 

葵

従
者

佃 

　
良
勝

大
鼓

飯
田 

清
一

小
鼓

小
寺 

真
佐
人

太
鼓

藤
田 

貴
寛

笛

房
前
大
臣

坂
　 

曈
子

海
士

龍
女

坂 

真
太
郎

懐
中
之
舞

地
謡

鈴
木 

啓
吾

石
井 

寛
人

中
森 

貫
太

桑
田 

貴
志

素
謡

津
村 

禮
次
郎

中
所 

宜
夫

弱
法
師
俊
徳
丸

高
安
通
俊


